
ゼミ活だより

２ヶ月以上前の2023年9月2日、この日は3の倍数月の第
一土曜日。子飼商店街ではお馴染みの「子飼百円笑店
街」が開催されました。高木ゼミではアンケートを実施
しましたが、回答数は28件にとどまってしまいました。
　続く10月7日の日夜祭も、その問題は解決されず。し
かも教員の事情で、活動時間もいつもより短い。にもか
かわらず、教員から出た指示は「今回は、100以上の回
答を目指す。」でしたので、ゼミ生たちは困惑したと思
います。
しかし、学生たちはアンケート実施場所で以前よりも丁
寧に声かけをしたり、商店街内を歩き続けて来場者一人
一人にアンケートのお願いをしたりと、それぞれに、こ
の状況ではどうせ無理だから（とれなくても仕方ない）
と諦めるのではなく、どうすれば回答を増やせるかを各
自が考えて行動し、結果、128の回答を得られました。
他人や環境のせいにして適当にやり過ごすのではなく、
自分事として与えられた場所でベストを尽くそうとする
学生たちが子飼商店街を応援する。私自身が、そういう
学生の存在に勇気づけられていることはもちろん、きっ
と子飼商店街の人にとっても、それが良い影響を与えて
いるのだろうと思っています。

熊大法学部・髙木ゼミでは子飼商店街のイベント時に
はアンケートを実施しています。次回の活動の際は、
学生考案による少しでも多くの方に回答いただけるよ
うな工夫が生きることを期待しています。

2023年11⽉Vol.3（臨時）

４年ゼミ⽣たちには、3⽉の�業までに活動レポートを提�してもらうこ
とになっています。それがこのゼミの��となるのです（��）。ホー

ムページも�々動き�します。ゼミのインスタグラムのアカウントは

takagiseminar_2022 。����街を中�に、中⼩零��業を�える�⼤
���⽣の活動をこれからもよろしくお願いします。[ 髙木康衣（法学部
准教授） ]

髙木ゼミ活動記録

次回は12月2日（土）子飼百円笑店街 編 集 後 記

10月7日子飼商店街日夜祭での活動

アンケートのお礼として準備したものの一つに、昔懐かし
い「めんこ」がありました。左の写真はボランティア実践
の学生が、その使い方を試してくれているところです。こ
の作業の中で、商店街の店主さんとのコミュニケーション
が深まる場面も見られました。

ゼミ生・ボランティア実践履修者そし
て商店街の皆さんとの共同作業


